
分　野：教育、地域づくり、産業、人材育成等の活動など、その他（CLL活動）

①度会町：日本茶の現状やお茶の木の栽培方法、焙煎方法についての講義やアドバイス、大台町茶
業研究所の紹介
②三重県農業研究所（茶業・花植木研究室大台試験地）：お茶の木全般についての講義、栽培方法
や焙煎方法のアドバイス（清水様からは栽培方法について定期的にアドバイスを受けた）
③喜多製茶：現地訪問の際にお茶の木を栽培方法や商品開発についてのアドバイス

参加者

藤井恭子（現代日本社会部准教授）、筒井琢磨（現代日本社会学部教授）、皇學館大学4年生1名、3
年5名、2年生6名、1年生4名、小塚邦代（皇學館高校教頭）、芳村祐帆（皇學館高校教員・園芸部顧
問）、奥埜清道（皇學館高校非常勤講師・園芸部顧問）、皇學館高校生徒9名

今後の活動・展望

次年度は、①本学にある皇學館高校所有の畑を活用して、高校生と連携しながら大学生によるお茶
の木栽培を促進しつつ、②お茶の魅力発信、学内の環境整備や景観保全、皇學館のブランド力アッ
プ、皇學館のファンづくり、皇學館高校ならびに大学への受験生獲得、地域とのつながり強化な
ど、皇學館全体（皇學館大学・皇學館高校）の活性化にむけて引き続き活動していきたい。

記録

実施期間 令和　6年　6月　1日（土）　～　令和　7年　3月　12日（水）

活動内容
と

実績・成果

活動内容
　本プロジェクトは、皇學館の学生・生徒とともにお茶の木を育てることを通して、学生・生徒へ
の教育効果、郷土愛の醸成や地域活性化、茶農家の若い担い手育成、お茶の魅力発信、お茶の促進
などの地域貢献、そして皇學館全体（皇學館大学・皇學館高校）の活性化を目指すものである。
　現在お茶を栽培している経営体数および栽培面積のいずれも大幅に減少しており、三重県でも深
刻な地域課題となっている。このような状況を踏まえ、多くの人々、特に若者に茶葉から飲んでも
らうために、平成25年度から「地域社会研究会」、平成28年度からCLL活動の「度会カフェリョクプ
ロジェクト」、令和2年からお茶に特化した「茶業研究会」で「宇治山田の和紅茶」の商品企画・開
発・販売をおこなってきた。また昨年からはより多くの方に飲んでもらうために「お茶Bottleプロ
ジェクト」を開始し、Bottle販売も開始している。
　以前より卒業生・在校生のプロジェクトメンバーから「自分たちでお茶の木を栽培し、よりお茶
のことを知り知りたいし、自分たちで育てたお茶を多くの方に飲んでいただき、お茶をよさを知っ
てほしい」との要望が出ており、皇學館高校から場所の提供があったため、本年度より本プロジェ
クトを開始することになった。

実績・成果
実績：①6月19日(水)度会町山下様、三重県農業研究所茶業・花植木研究室茶業研究課大台在圃場管
理支援員の清水様からお茶全般についての講義を受けた。②8月2日(金)三重県農業研究所大台試験
地にて清水様からお茶や栽培方法に関する講義を受け、皇學館の土壌や気候、将来商品化するのに
適したお茶の木について生徒・学生で検討した。③12月下旬皇學館高校におけるお茶の木畑を土壌
改良した。④2月1日(土)喜多製茶様を訪問し、茶畑や製茶過程について体験的に学びを深めた。⑤
お茶の苗を植え替えるのに適した3月中旬にこれまで育ててきたお茶の木の苗を植え替えた。⑥今年
度の成果は2月9日(日)沖縄県のOIST（藤井）、3月4日(水)CLL成果発表会（学生）、3月19日(水)皇
學館高校における令和6年度第2学年探求活動成果発表会（生徒）で発表した。
成果：①学生・生徒が三重県におけるお茶や茶農家の現状や課題について学びを深めた。②学生・
生徒が三重県におけるお茶についての学びを深めることで、その一助になる本プロジェクトの意義
を実感し、また郷土愛の醸成の一助になった。③高大連携接続の一助となった。また、本プロジェ
クトに皇學館高校出身者や皇學館高校元園芸部員が参加するようになったことで、より高大間での
交流が生まれた。

連携協定先より提供を受けた資源

令和6年度皇學館おかげキャンパスプロジェクト報告書

教員名：藤井恭子

項目 内 容

計画名  お茶の木プロジェクト

お茶についての講義風 育成しているお茶の 三重県農業研究所大台試験地に

三重県農業研究所大台試験地 お茶畑の土壌改良の様

喜多製茶の茶畑にて
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